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1目 的

現 在 勤労 者 世 帯 に論 い て 住 宅問 題 は 可成 り大 きな問 題 で あ る。 即 ち,賃 貸 住 宅 に

住 む に しろ,マ イホ ー ム を建 設す るに しろ,経 済 的 負 担は 大 き く,家 族 の 人数 に合

っ た 広 さ の を考 え る よ り,経 済 的制 約 が優 先 して,住 宅の 規模 が 決 定 さ れ て しま う

の が,実 情 で あ る。 そ こで 住 宅所 有 関係 別 に,住 居 費 の負 担 に は 当然 の こ となが ら

差 が 生 ず る。 そ の 結 果 と して 家計 構 造 に も差違が み られ る と予 想 され るの で ある。

殊 に,オ イル シ ョッ ク以 降 の物 価高 の 中 で,住 居 所有 関係 別に どの様 な 変 化 が 家 計

構 造の 面か らみ られ るか を検討 し,家 計 運 営上 の 問 題 を 明 らか に したい と考 え た。

E方 法

総理 府 統 計 局 に よる 「家計 調 査報 告 」の 「住居 の 所有 関 係別1世 帯 当 り1か 月 間

の 収 入 と支 出 」の項 を,昭 和47年 ～49年 の3か 年 分 を 資料 と して用 い た。

住居 の 所有 関係 ご との1世 帯 当 りの 人数 が 異る た め,比 較 しに くいの で,問 題 点

を 明 らか に す るた めに,資 料 よ り1入 当 りの 家計 を夫 々に 求 めて,基 礎 資料 と した。

(表1.参 照)

次 に,上 記 資料 よ り各 家計 費....消 費支 出に 占 め を割合 を 求 めた。(表2参 照〉

皿 結 果及び考察

表1に 示 した 通 り,実 収入 は 給 与 住 宅世 帯が 最 も高 額 な 所得 を得,次 いて民 営 借

家,持 家,公 営借 家,そ して 借 間 世 帯の 順 とな り,給 与 住 宅世 帯 と借 問世 帯 との 差

は 大 き く開い て い る。 しか し昭和47年 を基 準 に した 場合,実 収 入 の 伸び 率 が 多い

の は借 問 世 帯 で あ り,公 営 借問 世 帯が 最 も小さ い値 を示 したの で あるが,昭 和48

年,49年 と夫 々類 似 した傾 向で あっ た。(図3参 照)

消 費支 出に つ い ては,給 与 住 宅 世 帯 と借間 世 帯 との 差 は,実 収 入の 場 合 と異 り,

余 り大 き くな い の で ある。(表1参 照)借 間 世帯 と民 営 借家 世 帯 に澄 いて,支

出の 伸 び が 他 の グ ル ープ よ り大 き くな って い る。 特 に借 間 世 帯の 場合 は,昭 和48,
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49年 共 に実 収 入 の 伸率 を上 廻 っ て い るの で あ る。 この こ とは 当然 生 活 費 の構 造 に

も影響 が あ る もの と考え られ るの で ある。

食 費 につ いて み る と,給 与 住 宅 世 帯の 支 出額 は他 世 帯 よ り多 いが,そ の 他 の世 帯

に 於 い て は余 り大 きな 差が な い め で ある。 そ して年 次的 にみ て もそ の 変 化 は 各 グル

ー プ と も同 じ よ うな 傾 向 で あ った
。(図2,3)、 但 しエ ン ゲル 係数 は 図1で も明 ら

か な よ うに,借 間 世 帯 が最 も高 くな っで い る。 これ は収 入の 差 か らみ て 当然 の 結果

で あ る とい え るが,持 家 世 帯が 実 収 入 で2位 で あ りなが ら1位 の 給与 住 宅世 帯 よ り

低 いの は 意外 で あ った。 この こ とは 特 に 給与 住 宅 世 帯 と持 家 世 帯 との 食 生活 に対す

る 考え 方の 差 を表 わ して い るの で は な いか と推 測 さ れ る。

住 居 費 負担 率は 当然 の こ となが ら,そ の所 有 関係 別 で著 しい 差 が あ るの は い うま

で もな いが,構 成 比か らみ て,民 営 借 家 世 帯が 借 間 世 帯 よ り住居 費 の負 担 率 が 大 き

くな って い る。 いかf軒 の 家 を借 りる こ とが 経済 的 負担 が重 いか を 示 した といえ

よ う。 そ の 点 持 家,給 与住 宅 世帯 で は構 成 比 は 小 さ い の で あ るが,各 グル ー プ別 の

伸 び率 は(図3)の よ うに,持 家 世 帯が 著 し く大 き くな って い る。

光 熱 費は 住 居 の 広 さ,構 造 と も密 接 な 関 係 を もつ もの で あ るか ら,(図2)の よ

うな傾 向 も納得 し うるが,従 来,種 々の報 告 で もみ られ る よ うに,こ こで も生 活 費

内 の構 成 費 には 殆 ん ど大 きな 差 もな く5%台 を 占 め る にす ぎない。

被 服 費 にお いて も,光 熱 費 ほ どでは な い が構 成 比 の バ ラ ッキ も2%余 りのL囲 に

と どま って い る。 そ して昭 和47年 を基 準 に して み る と昭 和48年 で 伸 び 率 に グル

ー プ間 に明 らか な 差 が 生 じた もの の ,昭 和49年 には 大 体 同 じ よ うな値 を示 したの

で あ る。 この辺 り,オ イル シ ョッ ク後 の 節 約 ムー ドに 対処 の仕 方 の 差が 出た のか と

も考 え られ る。 一 方他 の 報 告 で もい わ れ て い る ように,シ ョー トス カ ー トか ら,ロ

ノグス カ ー トへ の流 行の 変 化は 特 に婦 人服 売行 きの 伸 び が 認 め られ て い るの を反 映

して か,被 服 費 の 支 出が 改 め て 押 しす 丶め られ た と云 え よ う。

雑 費 に論 い て は,生 活 費 中 の構 成 比 をみ る と 明 らか な よ うに,住 居 費 と関 係が 深

く,ほ 雲そ の 比 率 は逆 にな って い るゐ で ある。(図1参 照)た1そ の 内訳 を表

1及 び 図3で み る と,各 グ ルー プ間 に著 しい 差が で て 来 てい るの で あ る。 これ は収

入 の 伸 び 率 と切 り離 して 考 え るわ け には い か な いが,収 入 の 低 か っ た 時 期 に 兎角 抑

制 さ れ が ち な各 項 目に,借 間 帯 では 特 に 他 グ ル ー プ より も,支 出に ウ ェー トが か

1っ て い るのが 目立 つ。 昭 和48年 の 石 油 シ ョック時 に は,保 健 衛 生 費 及び 交 際 費

に の み 著 しい伸 び が あ り,む しろ 教育 費へ の 配分 は 抑 え られ て しま っ た。 しか しな

が ら,昭 和49年 の 収 入の 伸 び は,こ れ ま で十 分 な配 分 が 行 え なか った項 目を カバ
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図1家 計構成比
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昭和47年 持家世帯をgooと したときの各住居所有別費目別指数(図2)



昭和47年 を100と した住居所有関係別指数(図3)



r

住居別貯蓄率の推移(図4)

一 す る こ とが 可 能 とな り ,給 与 世帯 を 除 い て,各 住 居 所 有 別 世 帯 の 間 に支 出高 に よ

る 差 は 縮 少 さ れ た。 給 与 世 帯 住 宅は(図2)の 雑 費の 項 で も 明 らか な よ うに,他 グ

ル ー プ より もか け 離れ て い る。 これ に次 いで 持 家 世 帯が 支 出が 多 い。

上 記 の こ との 裏づ け と して 貯 蓄 率の 推 移(図4)及 び 実 収 入 に 対す る実 支 出率 の

推 移(図5)そ の 傾 向が 明 らか とな る。 オ イ ルシ ョック で最 も打撃 を うけ た と考 え

られ るの は 民 営 借 家世 帯で あっ て,貯 蓄 率 も著 し く低下 し,昭 和49年 に収 入が 伸

び て も貯 蓄 率は 僅か しか 回復 し得 な いの で あ る。 公営 借 家 の 世 帯は 昭 和49年 に な

って 他 グル ー プの 傾 向 と異 り,貯 蓄 率 が これ ま た著 し く低下 したの で あ る。 これ は

住 居 費 だ け で な く生 活 費全 般 に 亘 って の 消 費 の 増 大が 実収 入 の 伸 び 率 を上 廻 っ て し

ま った 結 果 で あ る(図3参 照)。 こ こで もま た 給与 住 宅世 帯 が他 グル ー プ よ り著

し く貯 蓄 率 をの ば して い るの で あ る。

実 収 入 に 対す る 実支 出率 は 借 間世 帯 の み 大 きな 伸び を示 して い る。 但 し,持 家 と

民 営 借 家 世 帯 に 澄 いて は そ の 比 率が 低下 して い て,し か もそれ に見合 った 貯 蓄 の 伸

び が な い こ とは問 題 で あ る。

Nま とめ

これ ま で,各 費 目別 に結 果 の 考 察 を 行 って 来 た わ け で あ るが,住 居 所 有 別 にみ た
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表1 住 居 所有 別1人 当 リ1か 月 家計 費(昭 和47年 ～49年)(円)

持 家 民 営 借 家 公 営 借 家 給 与 住 宅 借 間
47 m m 47 48 49 47 m 49 47 m 49 47 m 49

実 収 入 36184 43815 54365 33003 40516 48702 34231 37999 49279 41501 48399 62925 29052 36153 44520

実 支 出 :: 34884 42266 27532 33256 39833 27744 31298
、

40926 31994 36972 48931 23205 28987 3834$

消 費 支 出 25535 30515 37204 25248 30227 36431 25045 28868 34910 27798 32037 40413 21534 27863 33410

食 費 7830 8995 11270 7957 9340 11526 Dais .・ iiass 8546 9881 12356 7676 9235 11178

主 食 1187 1279 1557 1120 1232 1500 1127 1205 1506 1141 125? 1514 1097 1255 1491

副 食 4092 4832 6138 4131 4930 6172 4017 4692 5973 4408 5216 6571 3911 4769 5896

嗜好品 1747 1928 2405 1793 2040 248? 1799 2000 2521 2012 2253 2809 1786 2032 2370

外 食 804 956 ii70 913 1137 1363 876 ioao 1276 987 1156 1461 882 1179 1422

住 居 費 2363 2759 3511 4207 :: 5698 3075 3086 3474 2622 2781 3569 3375 44343 4393

光 熱 費 943 1091 1367 824 969 1208 :. 968 1152 872 .; 1258 .: 889 973

被 服 費 2845 3539 4158 2389 3085

齢

3499 2631 3111 3927 3222 3655 4614 2172 2691 3109

雑 費 11554 14131 1689? 9871 11955 14500 iossa 12785 15081 12536 14739 18616 7630 10705 13837

保 健
医療費 637 763 830 842 869 947 659 841 835 813

・::
1035 590 808 1040

自動車
関係費 738 1163 1178 szz 801 1186 io2s 1245 1195 758 1187 1236 30? 343 1136

教育費 643 ?34 932 397 463 558 544 653 669 609 688 776 370 343 556

教 養
娯楽費 2107 2564 3126 1591 1997 235? 1923 2127 2535 2226 2587 3428 1259 1547 2135

交際費 2022 2505 3119 1698 2140 2543 1546 1973 2684 20?0 6373 3298 1367 2215 2665

他 2407 6402 7712 4721 5685 6909 4964 5946 7163 .1.1 3016 ::・ 3737 5449 6305

非消費支出 3283 4369 5062 2284 3029 3402 2690 243.0 6016 4196 4935 8518 1671 1124 4858

貯 蓄 9412 12467 15?20 7613 9569 11658 8319 10754 13134 11741 14265 20511 6115 9226 11440

表2 住居所有別家計構成比(%)

持 家 民 営 借 家 公 営 借 家r 給 一与 住 宅 借 間

4? 48 49 47 48 49 47 m m 47 48 49 4? 48 49

消 費 支 出 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 ioo.o 100.0 ioo.o ioo.o 100.0 ioo.o 100.0 100.0 ioo.o ioo.o

食 費 30.7 29.5 30.3 31.5 30..9 31.fi 31.2 30.9 32.3 30.8 30.8 30.6 35.6 33.1 33.4

住 居 費 9.3 9.0 9,4 16.6 16.1 15.7 12.3 10.7 10.0 9.4 8.7 8.8 15.? 15.6 13.1

光 熱 費 3.7 3.6 3.7 3.3 3.2 3.3 3.5 3.3 3.3 3.1 3.1 3.1 3.2 3.2 2.9

被 服 費 11.1 11.6 11.2 9.5 io.z ., 10.5 10.8 11.2 11.6 11.4 11.4 10.1 9.7 9.3

雑 費 45.2 46.3 45.4 39.1 39.6 39.8 42.5 44.3 43.2 45.1 46.0 46.1 35.4 38.4 41.3

表3 食費を 100と した 各項 目の構成 比(%)

持 家 民 営 借 家 公 営 借 家 給 与 住 宅 借 間

47 48 49 47 m 49 47 m m 47 m 49 47 48 49

主 食 15.1 14.2 13.8 14.1 13.2 13.0 14.4 13.5 13.3 13.4 iz.7 12.3 14.3 13.6 13.3

副 食 52.3 53.7 54.5 51.9 52.8 53.6 51.4 52.6 53.0 51.6 52.8 53.2 50.9 51.6 52.8

嗜 好 品 22.3 21.5 21.3 22.5 21.8 21.6 23.0 2?.4 22.4 23.5 22.8 22.7 23.3 22.0 21.2

外 食 費 10.3 10.6 10.4 11.5 12.2 11.8 ii.z 11.5 11.3 11.5 11.8 11.8 11.5 iz.s 12.7
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表4昭 和47年 持家家計 を基準 とした住居所有別家計費指数

＼ 持 家 民 営 借 家 公 営 借 家 給 与 住 宅 借 間

年 47 m 49 47 m 49 4? m 49 4? 48 49 47 48 49

実 収 入 100.0 121.1 150.2 91.2 iiz.o 134.6 94.6 105.0 136.2 114.7 133.8 173.9 :1 99.9 123.0

実 支 出 100.0 121.0 146.7 95.5 115.4 138.?, 96.3 108.6 142.0 iii.o 128.3 .・ :1 100.6 133.1

消 費 支出 ioo.o 119.5 145.7 98.7 118.4 142.7 98.1 113.1 136.7 108.9 125.5 158.3 84.3 109.1 131.2

食 費 ioo.o 114.9 143.9 iii.s 119.3 147..2 .. 113.9 144.0 109.1 ias.2 157.8 98,0 117.9 142.8

住 居 費 ioo.o 116.8 148.6 170.1 206.4 241.1 1'30.1 130.6 147.1 111.0 117.7 151.0 142.8 183.8 185.9

光 熱 費 100.0 115.7 145.0 87.4 102.8 128.1 91.9 102.7 122.2 92.5 104.0 133.4 72.2 94.3 103.2

被 服 費 ioo.o 124.4 146.2 84.0 108.4 123.0 92.5 109.3 138.U 113.2 128.5 162.2 76.3 94.6 TO9.3

雑 費 ioo.o 1?2.3 146.2 85.4 103.5 125.5 92.3 110.7 130.5 108.5 127.6 161.1 66.0 92.7 119.8

貯 蓄 100.0 132.5 167.0 :1 101.6 123.9 88.4 114.3 139.5 124.7 151.5 217.9 65.0 98.0 121.5

表5住 居所有別に昭和47年 を基準 とした家計指数

＼ 持 家 民 営 借 家 公 営 借 家 給 与 住 宅 借 間

年 47 48 49 47 m 49 47 m 49 47 48 49 47 m 49

実 収 入 100.0 121.1 150.2 ioo.o 122.8 149.6 100.0 iii.o 144.0 ioo.o 116.6 151.6 100.0 124.4 153.2

消 費 支 出 ioo.o 119.5 145.7 ioo.o 131.? 144.3 ioo.o 115.2 139.3 ioo.o 115.2 145.4 100.0 129.4 155.1

食 費 100.0 114.9 143.9 ioo.o 117.4 144.9 ioo.o 114.1 144.2 100.0 115.6 144.6 100.0 120.3 145.6

住 居 費 100.0 116.8 148.6 100.0 115.4 135.4 ioo.o 100.4 113.0 ioo.o 106.1 136.1 100.0 izs.z 130.2

光 熱 費 ioo.o 115.7 145.0 ioo.o 117.6 146.6 ioo.o 111.6 132.9 100.0 112.5 144.3 ioo.o 130.5 142.9

被 服 費 ioo.o 124.4 146.2 ioo.o 129.1 146.5 100.0 118.2 149.3 100.0 113.4 143.2 100.0 123.3 143.1

雑 費 1000 122.3 146.2 ioo.o 121.1 146.9 ioo.o 119.9 141.4 ioo.o 117.6 150.7 100.0 140.3 181.3

保 健
衛生費

1000 119.8 130.3 100.0 103.2 112.5 100.0 127.6 126.7 ioo.o 109.2 127.3 ioo.o 136.9 176.3

自動車
関係費 ioo.o 157.6 159.6 100.0 139.7 190.7 ioo.o 121.3 116.5 100.0 156.6 163.1 100.0 iii.7 370.0

教育費 100.0 114.2 144.9 100.0 iis.s 140.6 ioo.o 120.0 123.0 100.0 113.0 127.4 100.0 92.7 150.3

教 養
娯楽費

100.0 121.7 148.4 100.0 125.5 138.1 100.0 110.6 131.8 ioo.o 116.2 154.0 100.0 122.9 156.2

交際費 ioo.o 123.9 154.3 100.0 126.0 150.6 ioo.o 127.6 173.6 ioo.o 119.6 159.3 100.0 162.0 195.0

そ の 他 100.0 118.4 142.6 ioo.o 120.3 146.3 100.0 119.8 144.3 100.0 49.8 145.9 100.0 145.8 168.7

＼ 持 家 民 営 借 家 公 営 借 家 給 与 住 宅 借 間

年 47 48 49 47 48 49 47 48 49 47 48 49 47 m 49

実収入に対
する貯蓄率

26.0 28.5 28.9 27.7 23.6 23.9 24.3 28.3 26.7 28.3 29.4 32.6 21.0 25.5 25.7

表6貯 蓄率に関す る表

表7支 出率に関する表

＼ 持 家 民 営 借 家 公 営 借 家 給 与 住 宅 借 間

年 47 48 49 47 m 49 47 m 49 47 48 49 47 m 49

実 収 入
に 対 する
実 支 出率

79.6 79.6 77.7 83.4 82.1 8L8 81.0 82.4 1 77.1 76.4 77.7 49.9 :1 86.1
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住居所有別実収入順位(表8)

47年 48年 49年

実収入 順 位 実収入 順 位 実収入 順 位

持 家 36184 2 43815 2 54365 2

民 営 借 家 33003 4 40516 3 48702 4

公 営 借 家 34231 3 37999 4 49279 3

給 与 住 宅 41501 1
..

1 62925 1

借 間 29052 5 36153 5 4452.0 5

1位 一5位 12449 12246 18405

消費支出の 差
1位 一5位 6264 4174 7003

所 得 の 差は 著 し く,3年 間の 変 化 もそ の格 差 を縮 め る には 至 らず,各 自所得 でみ る

な らば 給 与住 宅世 帯 と借 間 世 帯 との 差 は 拡 大 して い る。 給与 住 宅 を用 意 で きる企 業

の 給 与水 準 も高い と ころへ,家 賃 は 社 員の 厚生 福 利 の名 目で低 家賃 で 提 供 され て い

る の だ か ら,貯 蓄 率 も高 く,し か も 日常 生活 費の 各 費 目共 に 他 グ ル ー プ世 帯 よ り余

裕 が あ って,1人 当 りの 支 出高 も高 額 とな って い る 費 目が 多 い。 昔 か ら食 生活 は 質

の こ とを問 題 に しなけ れ ば,切 りつ め よう と思 え ば可 成 り切 りつ め る こ とが可 能 で

あ る し,家 族 以 外 の外 部者 にみ られ る こ とも少 くてす む 生 活 部 分 で あ るか ら,被 服

費 や 交 際 費等 と全 く違 っ た取 り扱 い とな るの で し よ う。 収 入 の 伸び 率 を反映 して 変

化 す る とい う より,食 内容は この3年 間 大 きな 質 的変 化 をみせ ない で 物 価上 昇 に影

響 され た とみ る こ とが で き よ う。 そ れ に 引 きか え雑 費 にお け る諸 項 目の変 化 は 予 想

以 上 に激 しか った。 所得 の 伸 び率 を どの よ うに 受 け止 め,支 出へ の 配 分 を行 うか は,

生 活者 の 生 活 意識 の 問題 と もい え るが,平 均 化 した 生 活 を求 め る意 識構 造 が わ れわ

れ の 中 に あ る といわ れ るが,平 均 化 に近 づ き度 い と考 え て も,そ れ を可 能 な ら しめ

る所 得 が伴 わ ない 限 り不 可 能 で あ って,一 定以上 の 所得 水 準 に達 して これ がは じめ

て 可 能 に な る ことは い うまで もな い。 この 点か らい くと少 くと も昭和47年 ま で の

間 借 世 帯の 収 入が 少 くて,雑 費 の 各項 目へ の 出費 が 抑制 され て い て,48年 頃 か ら

所 得 が,文 化 費への 出費 を満 す こ とが で きるほ どに 増 加 した とみ るべ きで,何 も住

居 所有 別 に 結 論 を 出す よ り,む しろ今 後 の 課題 と して 所得 別 に 内容が どの よ うに変

化 して い くの か を調 査検 討 して,そ こか ら得 られ た解 答 と今回 の 結果 が どの 様 に重

り合 うか を 調べ る こ とに意 味が あ る と考 え る。
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